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■ 事例紹介

高知県土木部港湾・海岸課長　岡　本　通　伸

皆さん、こんにちは。ただいま御紹介いただきま
した、高知県土木部港湾・海岸課長の岡本でござい
ます。私のほうから事例紹介ということで、少しお
時間を頂きまして高知県における海岸事業、３つの
海岸について御説明させていただきたいと思ってい
ます。

まず、画面にも映しておりますが、これが太平洋上
空から高知市の市街地を写した写真でございます。
写真の中央部の下段に桂浜とありまして、こちらは
皆さん御存じかと思いますが、坂本龍馬像で有名な
月の名所、桂浜というところでございます。そこの
ところから少し上部へ目を移していただくと、五台
山（牧野植物園）とあります。こちらもひょっとして
皆さん御存じの方もいらっしゃるかと思いますが、
昨年の朝ドラ「らんまん」の主人公、牧野富太郎博士
の業績を顕彰するため、博士が逝去した翌年に開園
した牧野植物園となっています。こちらの全景を見
ていただいても分かるとおり、一帯が太平洋から奥
の方を向いて海に面しているという状況で、南海ト
ラフ地震の津波による被害が想定されているところ
でございます。ちょっと話題を変えまして、タイト
ルのところに少しかわいらしいアニメを描いていま
す。こちらは高知県の防災キャラクターということ
で、また朝ドラの話題なのですが、来年４月から「あ

んぱん」というドラマが始まります。このモデルとな
ります、やなせたかしさんデザインのキャラクター
になっています。高知県内にはやなせたかし先生が
デザインしたキャラクターがいろいろあって、その
中の一つを防災キャラクターでも使っている状況で
ございます。

こちらは、高知県の海岸の概要の状況でございま
す。高知県は、東隣の徳島県さんから、ずっと西のほ
うへ来ていただいて、足摺岬からまだ西へ行くとお
隣の愛媛県さんという、少し弓状の形となっていま
す。室戸岬から東の海岸が海部灘沿岸、土佐湾中央
部を含めた土佐湾沿岸、足摺岬から西側は豊後水道
東沿岸と、３つの沿岸から構成されております。そ
の内訳ですが、この資料の下の表にありますけれど
も、海岸数の全数は287で、海岸線延長は713キロ、
海岸保全区域の総延長が285キロという状況になっ
ています。各省庁別の内訳は、また後ほど資料で確
認いただければと思っております。

こちらは、今現在、高知県で実施している主な海
岸事業と、その位置を示したものになっておりま
す。各所管省庁別に色分けしております。各事業の
位置、それぞれ東から西まで色ごとに、県管理の漁
港海岸、市町村管理の漁港海岸、河川海岸、港湾海
岸、農地海岸と、４つの省庁の海岸があって、その

（１） 高知県の海岸事業について
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事例紹介（１）

全てで事業している状況でございます。県事業にお
きましては、こちらの写真にありますように、離岸堤
の整備であったり、南海トラフ地震対策や津波に備
えた対策などを実施しているところでございます。
あわせて、国土交通省さん直轄事業では、高知県中
央部の高知海岸の事業と、もう一つ、本日、後ほど
説明させていただきますが、高知港海岸の、２つの
事業を実施してくださっている状況でございます。
先ほども申しましたが、漁港海岸のうち市町村管理
漁港につきましては、穴内漁港海岸や吉川漁港海岸
という、市町村漁港海岸の事業でも地震・津波対策
や侵食対策などを実施しているところという状況で
ございます。本日はこのうち、高知港海岸、宇佐漁
港海岸、それから、一番西に行きまして宿毛市のほ
うの新田海岸、宿毛湾港海岸、大深浦海岸、この３
つのゾーン、３か所の海岸事業を少し紹介させてい
ただければと思っております。

まず初めに、宇佐漁港海岸について御説明させて
いただきたいと思います。こちらは県事業で実施し
ていまして、地震津波対策事業になっています。宇佐
漁港海岸は、先ほど全体の位置図も見せましたが、高

知市の西隣、土佐市に位置しているところで、桂浜
から西へ車で約30分から40分程度走っていただいた
ところに位置している状況でございます。この宇佐
漁港海岸は、こちらの写真のように、昭和21年の南
海地震では大きな津波被害を受けたところでござい
ます。このため、南海トラフ地震による津波から、
背後地に4000人ほどの集落がございますので、住民
の皆様の命と財産を守るために護岸や堤防の改良を
行っている状況です。総事業費は162億円、事業期間
は平成25年から令和13年、整備の概要は、水門が２
基、護岸の改良としまして834メートルなどの事業で
ございます。

次に、対策の考え方を少し御説明させてもらいた
いと思います。対象とする津波は、発生頻度の高い
レベル１津波、いわゆるＬ１津波で、対象とする地
震はＬ１津波を引き起こす地震であると。そこを対
象にしています。参考までに、南海トラフ地震が発
生しますと、先ほど能登、石川県さんのお話にもあ
りましたが、高知県の東部の東洋町から室戸市、安
芸市ぐらいまでは、どちらかというと隆起する。一
方、安芸市から高知市、高知県西部につきましては、
沈降する見込みになっているところです。宇佐漁港
海岸の整備に当たりましては、この地盤沈降が起き
てもＬ１津波が超えない堤防高さで計画を進めてお
ります。この図は、宇佐地区の代表的な断面でござ
います。中央部に記載しておりますとおり、広域的
に起こる地盤沈降が約２メートル、その他沈下が約
60センチ、合わせて2.6メートルほど沈下しますが、
沈下しても堤防天端高さが津波高さより高くなる計
画で進めているところでございます。

次に、宇佐漁港海岸は４つぐらい地区があります
ので、地区ごとの説明をしたいと思います。まず初
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２２ 高高知知県県のの主主なな海海岸岸事事業業

河河：：野野根根海海岸岸（（高高潮潮））

河河：：岸岸本本海海岸岸（（高高潮潮））

港港：：室室津津港港海海岸岸（（津津波波・・高高潮潮））

漁漁：：穴穴内内漁漁港港海海岸岸（（侵侵食食））

漁漁：：吉吉川川漁漁港港海海岸岸（（高高潮潮））

漁漁：：安安和和漁漁港港海海岸岸（（高高潮潮））

漁漁：：大大浜浜漁漁港港海海岸岸外外（（津津波波・・高高潮潮））

河河：：新新田田海海岸岸（（高高潮潮））
港港：：宿宿毛毛湾湾港港海海岸岸（（高高潮潮））
農農：：大大深深浦浦海海岸岸（（津津波波補補助助））

漁漁：：宇宇佐佐漁漁港港海海岸岸（（高高潮潮））

港港：：高高知知港港海海岸岸（（連連携携補補助助・・高高潮潮））

凡凡 例例
○○ ：： 漁漁港港海海岸岸（（県県））
○○ ：： 漁漁港港海海岸岸（（市市町町村村））
○○ ：： 河河川川海海岸岸
○○ ：： 港港湾湾海海岸岸
○○ ：： 農農地地海海岸岸

※※メメンンテテナナンンスス事事業業除除くく

港港：：佐佐喜喜浜浜港港海海岸岸（（津津波波・・高高潮潮））

河河：：岩岩戸戸海海岸岸（（侵侵食食）） 離離岸岸堤堤整整備備

河河：：菜菜生生海海岸岸（（津津波波・・高高潮潮））

河河：：鹿鹿岡岡海海岸岸（（津津波波・・高高潮潮））

河河：：高高知知海海岸岸（（直直轄轄事事業業））

港港：：高高知知港港海海岸岸（（直直轄轄事事業業））

港港：：奈奈半半利利港港海海岸岸（（津津波波補補助助））
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昭昭和和南南海海地地震震ににおおけけるる津津波波被被害害

竜竜地地区区

井井尻尻地地区区

宇宇佐佐地地区区

新新居居地地区区

【【事事業業のの目目的的】】

宇宇佐佐漁漁港港のの背背後後はは人人家家密密集集地地ががああ
りり、、昭昭和和南南海海地地震震（（S21年年・・1946年年））にに
でではは、、津津波波にによよりり甚甚大大なな被被害害をを受受けけてて
いいるる。。

今今後後３３００年年間間にに７７００～～８８００％％のの確確率率でで
発発生生がが予予想想さされれてていいるる南南海海トトララフフ地地震震
及及びびそそれれにに伴伴うう津津波波かからら地地域域をを守守るる
たためめ、、海海岸岸施施設設のの改改良良をを行行うう。。

【【事事業業概概要要】】

総総事事業業費費：：１１６６２２億億円円
事事業業期期間間：：ＨＨ２２５５ ～～ ＲＲ１１３３

：： 水水門門（（改改良良）） NN==22門門
：： 護護岸岸（（改改良良）） LL==    883344mm
：： 堤堤防防（（改改良良）） LL==44,,996611mm

３３ 宇宇佐佐漁漁港港海海岸岸ににおおけけるる地地震震津津波波対対策策

鋼鋼管管杭杭

宇宇佐佐地地区区ににおおけけるる耐耐震震対対策策ののイイメメーージジ

県道須崎仁ノ線
（緊急輸送道路）

宇宇佐佐漁漁港港海海岸岸
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As
As

T.P.＋9.50
完成時堤防高

鋼管矢板φ1000 t10mm
L=10.50m, @1.18m(SKK400)

継手(L-200×200×20)
L=5.00m(SS400)

H.W.L T.P.＋0.684(DL＋1.80)
【春分・秋分時の満潮位】

L.W.L T.P.－1.116(DL±0.00)
【春分、秋分時の干潮位】

津波水位 T.P.＋6.80

H.H.W.L T.P.＋3.284(DL＋4.40)
【観測史上最高潮位S45】

地地震震にによよるる地地盤盤沈沈下下がが起起ききててもも、、
ＬＬ１１津津波波のの高高ささにに
耐耐ええらられれるる高高ささをを計計画画

地地震震にによよるる地地盤盤のの変変形形、、液液状状化化
がが起起ききててもも、、
津津波波のの水水圧圧にに耐耐ええらられれるるよようう、、
地地盤盤にに鋼鋼管管杭杭（（鋼鋼管管矢矢板板））をを圧圧入入

対対象象ととすするる津津波波：：発発生生頻頻度度のの高高いい津津波波（（ＬＬ１１津津波波）） T.P.＋3.8～8.0
最最大大ククララススのの津津波波※※にに比比べべてて発発生生頻頻度度がが高高くく、、津津波波高高はは低低いいもものののの大大ききなな被被害害ををももたたららすす津津波波

※※最最大大ククララスス((LL22津津波波））：：発発生生頻頻度度はは低低いいもものののの、、発発生生すすれればば甚甚大大なな被被害害ををももたたららすす最最大大ククララススのの津津波波 TT..PP++2244..00((内内閣閣府府公公表表値値））

対対象象ととすするる地地震震：：発発生生頻頻度度のの高高いい津津波波（（ＬＬ１１津津波波））をを引引きき起起ここすす地地震震

３３ 宇宇佐佐漁漁港港海海岸岸ににおおけけるる地地震震津津波波対対策策

地震津波対策の考え方

2.66m

5

地震後の堤防高 T.P.+6.84

広域地盤沈降量 -2.03m
その他沈下 -0.63m
合計 -2.66m
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めに、新居地区というところを紹介します。こちら
は国土交通省の直轄事業であります高知海岸と隣接
している地区で、平成28年度に対策を完了しており
ます。既存の防潮堤のパラペット部を撤去し、13.5
メートルの鋼矢板を打ち込んだその上部にコンクリ
ート構造物、新たなパラペットを造っているような
状況です。写真の上部が対策前、下部が対策後にな
っています。少しコンクリートの色が黒いものから
白いものへ変わって、対策が終わっているという状
況が分かるのではないかと思います。

次に、新居地区の西隣の宇佐地区、宇佐地区の中で
も東側ですが、そちらの説明をさせていただきたい
と思います。少し前、資料を２ページほどさかのぼ
ったところに同じ断面を掲載させてもらっていて、
断面図は同じになりますが、こちらも説明させても
らいたいと思います。新居地区は直轄事業さんと隣
接しているということで、計画高さで整備を進めて
おりました。一方、この宇佐地区の東側とか、後ほ
ど説明します工区は、地元住民の方との話合いの結
果、Ｌ１津波高さ、いわゆるここの緑色の天端の高
さまで一気に整備、かさ上げするのではなく、赤の

ところで終わっていますが、暫定高さで段階的に整
備するという方針で事業を進めております。ここで
は地盤沈降を見込んだ計画高さがT.P.＋9.5メートル
に対して、まずはT.P.＋6.6メートルで天端高さを考
えていると。その下部構造としましては、直径１メ
ートル、長さ10.5メートルの鋼管杭、さらに、その
上部のコンクリートを打設しているという状況でご
ざいます。この対策前・対策後の右側の写真を見て
いただければ、少し堤防の高さが既設より上がった
のかなという状況が見えると思います。

次に、宇佐地区の中央部、さっきのは東側で、今
回は中央部になります。こちらも同じく地盤沈降を
見込んだ計画高さT.P.＋9.5メートルに対して、段階
的施工ということでT.P.＋6.6メートルで、先ほどと
似たような構造になりますが、鋼管杭の施工後に上
部のコンクリート、その背後に盛土工などを施工し
ているという状況でございます。先ほどと同じく対
策前・対策後の写真を見ていただければ、堤防の高
さが高くなっている状況が見えると思います。

次に、対岸に渡った南側ですが、井尻地区の紹介
をしたいと思います。こちらも先ほどと考え方は同

３３ 宇宇佐佐漁漁港港海海岸岸ににおおけけるる地地震震津津波波対対策策

新居地区（平成２８年６月に対策完了）

海海側側 陸陸側側

▽ 設計津波高さ T.P.+8.00

計計画画天天端端高高

TT..PP..  ++1100..5500

対対策策前前

対対策策後後

6

▽ 設計津波高さ T.P.+6.80

３３ 宇宇佐佐漁漁港港海海岸岸ににおおけけるる地地震震津津波波対対策策

宇佐地区（東側）

既
設護

岸
法
線

R.W.L T.P.＋0.08

防
潮
堤
法線

As
As

T.P.＋9.50

T.P.＋3.50

T.P.＋2.50

T.P.＋7.50

完成時天端高

T.P.－7.00

胸壁コンクリート

1.50

0.750.75

鋼管杭φ1000 t10mm
L=10.50m, @1.18m(SKK400)

継手(L-200×200×20)
L=5.00m(SS400)

T.P.－1.50

0.25

0.50 1.00

2.
0
0

0.25

5.
00

7
.0

0

T.P.＋6.60
暫定時天端高

段段階階施施工工

TT..PP..  ++66..6600

海海側側 陸陸側側

計計画画天天端端高高

TT..PP..  ++99..5500

対対策策前前

対対策策後後

7

T.P.+2.20

T.P.-7.80

T.P.+9.50

1:0.5

T.P.+1.20 T.P.+1.10

0.50

1.50

1.00

T.P.-2.10

1:
1.
5

1:1.0

盛土

アスファルト舗装

T.P.-5.81

捨てコンクリート
t=10cm

L=10.00m
鋼管杭 φ1,000x10t(S

L=4.30m
継手材 2L-200x200x20

1:
0.5

1.00掘削 0.50

T.P.+7.50

T.P.+6.60

T.P -0.52

３３ 宇宇佐佐漁漁港港海海岸岸ににおおけけるる地地震震津津波波対対策策

宇佐地区（中央部）

段段階階施施工工

TT..PP..  ++66..6600
▽ 設計津波高さ T.P.+6.80

計計画画天天端端高高

TT..PP..  ++99..5500

対対策策前前

対対策策後後

海海側側 陸陸側側

8

３３ 宇宇佐佐漁漁港港海海岸岸ににおおけけるる地地震震津津波波対対策策

対対策策前前

写写真真

井尻地区

段段階階施施工工

TT..PP..  44..5500
▽ 設計津波高さ T.P.+4.20

計計画画天天端端高高

TT..PP..  ++66..7700海海側側 陸陸側側

対対策策前前

対対策策後後

9
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じでございます。地盤沈降を見込んだ計画高さに対
して、暫定的な高さとしてT.P.＋4.5メートルで施工
していると。構造的にも似たような感じになってい
ます。鋼管杭を打設した上にコンクリートの上部工
を施工している状況でございます。

次に、宇佐漁港海岸の竜地区というところを説明
させてもらいたいと思います。こちらは、ひょっと
して皆さん、明徳義塾高校と聞いたことはあります
でしょうか。甲子園によく出て活躍していますが、
この明徳義塾高校の竜キャンパスというところに位
置している状況です。こちらも先ほど来お話しして
いますとおり、整備手順や考え方は同じでございま
す。計画高さがT.P.＋９メートルに対して、段階施工
としてT.P.＋6.2メートル、構造も少し似たような感
じになっています。鋼管杭を打設した上にコンクリ
ート構造物を打設しているという状況でございます。

以上が宇佐漁港海岸の地震津波対策でございま
す。これから引き続き令和13年度の完成を目指し整
備を進めると同時に、先ほど冒頭で御説明させてい
ただきましたが、地元住民の皆様とよく協議しなが
ら事業の進捗を図っていきたいと思っているところ
でございます。

次に、高知港海岸における地震津波対策について
御紹介したいと思います。こちらは、南海トラフ地
震による津波に備えるため、高知港海岸におきまし
て、国と高知県が協力して三重防護と呼ばれる事業
を行っているところでございます。右側の写真を御
覧いただきたいと思います。三重防護とは、まず、一
番沖側の第１ラインとしまして、赤で着色していま
すが、港湾の外郭施設を整備する。次に、第２ライ
ンとして、青色で着色しているところですが、浦戸
湾の入り口での海岸施設の整備。最後に、黄色で着
色しているところですが、浦戸湾内の海岸施設の整
備。この第１ライン、第２ライン、第３ラインの３
つの防護ラインで高知市を守るというものでござい
ます。事業期間は、平成28年度から令和13年度、16
年間となっております。事業費におきましては、こ
れは第１ラインの沖の防波堤などの施設を含みませ
んが、第２ライン、第３ラインの海岸事業で、国・
県合わせて640億円というものでございます。

南海トラフ地震の発生確率は、今後30年以内で70
～ 80％と言われておりまして、高知県では震度７
の揺れや津波の脅威が増していると。その中でも、
高知県人口の半数近くが集中する高知市は経済・都
市機能が集積しており、被害最小化のために浦戸湾
の地震津波対策が急務となっている状況でございま
す。こちらの写真を御覧いただきたいのですが、上
の白黒の写真は、昭和21年に発生しました昭和南海
地震の直後の高知市の状況でございます。その下、
カラーのほうですが、こちらは同じ方向を撮影した
現在の高知市の状況でございます。比較するために
赤の点線を入れていますが、これが同じ場所と思っ
て見ていただいたら分かりやすいかと思います。こ
のように昭和南海地震では、高知市の広い範囲が浸

３３ 宇宇佐佐漁漁港港海海岸岸ににおおけけるる地地震震津津波波対対策策

対対策策前前

写写真真

対対策策後後

写写真真

竜地区

対対策策前前

対対策策後後

海海側側 陸陸側側

段段階階施施工工

TT..PP..  ++66..2200

▽ 設計津波高さ T.P.+6.80

計計画画天天端端高高

TT..PP..  ++99..0000海海側側 陸陸側側
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南海トラフ巨大地震・津波に備えるため、
高知港海岸においては、三重防護の方針により
海岸保全施設を整備することで、
地域の安全・安心を守る。

【【事事業業のの目目的的】】

【【事事業業のの概概要要】】

高知港海岸における三重防護のイメージ

・事業期間：平成28年度～令和13年度

・総事業費：640億円（国390億円・県250億円）

※第１ラインは含まず

・整備内容：

第１ライン ：港湾施設
第２及び第３ライン：海岸保全施設

（全体計画） （うち県施工分）
津波防波堤 230m －
水門 4基 1基
陸閘 1基 －
胸壁 483m 483m
堤防(改良)  4,878m 2,158m
護岸(改良) 15,401m 8,048m
胸壁(改良)  8,105m 4,152m
陸閘(改良)    99基 50基

高知港湾合同庁舎
（高知海上保安部、高知税関支署、

高知運輸支局）

337766

3322

3322

336666

3344

4444

338844

5566

高知市消防団本部

++

+ +

+

+

+ +

+

+

+

+

県高知土木事務所
[[防防災災ｽｽﾃﾃｰーｼｼｮｮﾝﾝ]]

高知第2地方合同庁舎
（（財財務務事事務務所所、、自自衛衛隊隊
高高知知地地方方協協力力本本部部等等））

JJRR高高知知駅駅

高知県
警察本部

高知県庁
高知市役所

3355

+
+

+

高知港湾・空港整備事務所

浦浦戸戸湾湾地地区区

第第33ラライインン

第第22ラライインン

湾湾口口地地区区

第第11ラライインン

（（港港湾湾施施設設））

凡凡 例例
：：第第11ラライインン((港港湾湾施施設設))
：：第第22ラライインン
：：第第33ラライインン
：：直直轄轄施施工工箇箇所所
：：高高知知県県施施工工箇箇所所

４４ 高高知知港港海海岸岸ににおおけけるる地地震震津津波波対対策策（（浦浦戸戸湾湾のの三三重重防防護護事事業業））

高高知知港港海海岸岸

11

[[昭昭和和南南海海地地震震直直後後のの高高知知市市]]

[[現現在在のの高高知知市市]]

南南海海トトララフフでで発発生生すするる地地震震（（MM88～～99ククララスス））はは、、今今後後3300年年以以内内のの発発生生確確率率がが7700～～8800％％
ににままでで上上昇昇ししてておおりり、、震震度度７７のの揺揺れれとと津津波波のの脅脅威威はは刻刻々々とと増増ししてていいるる。。

県県人人口口のの約約4477％％がが集集中中しし、、経経済済・・都都市市機機能能がが集集積積すするる県県都都・・高高知知市市をを
中中心心ととすするる高高知知県県中中央央部部のの被被害害最最小小化化ののたためめにに、、浦浦戸戸湾湾のの地地震震・・津津波波対対
策策がが急急務務ととななっってていいるる。。

４４ 高高知知港港海海岸岸ににおおけけるる地地震震津津波波対対策策（（浦浦戸戸湾湾のの三三重重防防護護事事業業））

12
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水していると。今後発生する南海地震により、高知
港海岸におきましても、地盤沈降によって長期浸水
することが想定されているところです。

次に、昭和21年の昭和南海地震の被害状況の写真を
少し紹介します。先ほど前のページで昭和南海地震と
現在の写真を比較しましたが、そちらの写真の撮影方
向をオレンジの矢印で記入しています。昭和21年の昭
和南海地震のときは、高知市では最大1.2メートルの
地盤沈降が起こり、堤防決壊により市内は長期間にわ
たって浸水しているという、こちらのような状況で
ございます。その下は、その24年後の昭和45年の台風
10号による高潮被害の状況でございます。現在の浦戸
湾の防潮堤は、この昭和45年の台風10号の災害を踏ま
え、昭和40年代後半から昭和50年代前半にかけて整備
されているというような状況でございます。

高知市の中心部は、浦戸湾の奥に位置していると
いう地理的特性を踏まえ、先ほど説明させていただ
きましたが、第１ライン、第２ライン、第３ライン
の３つの防護ラインで対策を進めているような状況
です。発生頻度の高い、いわゆるＬ１津波に対して
は、低内地への浸水を防護するという防災の考え方
で、レベル１津波を超える津波、最大クラスの津波、

いわゆるＬ２津波に対しましては、浸水範囲や浸水
深を減少させるとともに、津波が海岸施設を乗り越
えた場合にも避難時間を稼ぐなどの減災を目指す考
え方で整備を進めている状況です。

次に、第２ライン、第３ラインの海岸施設の整備
の考え方を少し紹介したいと思います。地震の影響
による地盤の沈下が発生しても、Ｌ１津波に対して
背後地への浸入を許さない設備です。これが下がっ
てもＬ１津波が越してこない高さ、これは宇佐のほ
うと同じですが、そういう方針で整備を進めている
と。高知市は、次の地震が来れば約２メートルの地
盤沈降が起きると想定されておりまして、こちらの
ように、地震による地盤沈降が起きてもＬ１津波高
さより海岸施設が高くなるように、今、整備を進め
ている状況です。

次に、冒頭、国と県とで協力してとお話しさせても
らいましたが、国と県との役割分担について御紹介
したいと思います。この航空写真の赤で記入してい
るラインが国による整備区間、一方、青で着色して
いるラインが県での整備区間となっております。第
２ラインは国が整備、第３ラインは、高知市のタナ
スカ工区というところに石油基地があるのですが、
そちらは高度な技術力を要する区間ということで国

■■昭昭和和21年年12月月 昭昭和和南南海海地地震震にによよるる津津波波浸浸水水被被害害

菜園場町

■■昭昭和和45年年8月月 台台風風第第１１００号号にによよるる甚甚大大なな高高潮潮被被害害

堤防決壊箇所（葛島橋付近）

（（地地盤盤沈沈下下にによよるる浸浸水水））

若松町

○○ ＪＪＲＲ高高知知駅駅

・・県県沿沿岸岸でで４４～～６６ｍｍのの津津波波をを観観測測
・・高高知知市市内内のの地地盤盤沈沈降降量量はは最最大大でで １１．．２２m
・・堤堤防防のの決決壊壊にによよりり、、 高高知知市市内内はは数数ヶヶ月月にに渡渡りり浸浸水水

農人町

下下田田川川

鏡鏡川川

国国
分分
川川

青青柳柳橋橋

江江ノノ口口川川

浦戸湾

４４ 高高知知港港海海岸岸ににおおけけるる地地震震津津波波対対策策（（浦浦戸戸湾湾のの三三重重防防護護事事業業））

※現在の浦戸湾の防潮堤は、この台風第１０号災害を踏まえ整備されたもの

知寄町２丁目

（（前前頁頁

＜＜高高知知市市のの被被害害＞＞

・・浸浸水水面面積積：：２２，，７７３３３３hhaa

・・下下知知、、五五台台山山地地区区：：２２～～４４日日間間浸浸水水

死死 者者 55  名名
負負傷傷者者 115599  名名
全全 壊壊 339900  世世帯帯
半半 壊壊 1133,,553300  世世帯帯
床床上上浸浸水水 44,,116633  世世帯帯
床床下下浸浸水水 55,,996644  世世帯帯
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• 高知市の中心部は浦戸湾奥部に位置するという地理的特性を踏まえ、
第第11ラライインン：：第第一一線線防防波波堤堤（（港港湾湾施施設設））

第第22ラライインン：：湾湾口口地地区区 津津波波防防波波堤堤、、外外縁縁部部堤堤防防等等
第第33ラライインン：：浦浦戸戸湾湾地地区区 内内部部護護岸岸等等

の3ラインでの対策による｢｢三三重重防防護護｣｣による対策を進める。

• 発生頻度の高い津波（レベル１津波）に対しては、堤内地の浸水を防護（（防防災災））

• レベル１津波を超える津波（最大クラスの津波（レベル２津波）を含む）に対しては、
浸水範囲及び浸水深を減少させるとともに、浸水するまでの時間を遅らせる（（減減災災））

高知港海岸における三重防護のイメージ

第3ライン
浦戸湾地区 内部護岸等
【効果】
・護岸の倒壊や背後地浸水の防止等

第2ライン
湾口地区 津波防波堤、外縁部堤防等
【効果】
・津波の侵入や北上の防止・低減

第1ライン
第一線防波堤（港湾施設）
【効果】
・津波エネルギーの減衰
・高知新港の港湾機能の確保

第第33ラライインン
浦浦戸戸湾湾地地区区 内内部部護護岸岸等等

第第22ラライインン
湾湾口口地地区区 津津波波防防波波堤堤、、外外縁縁部部堤堤防防等等

第第11ラライインン 第第一一線線防防波波堤堤

４４ 高高知知港港海海岸岸ににおおけけるる地地震震津津波波対対策策（（浦浦戸戸湾湾のの三三重重防防護護事事業業））
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第２、第３ラインの整備（海岸保全施設整備事業）

護岸等の整備イメージ

▽ 満潮水位

海海底底地地盤盤

▽ レベル１津波水位

▽▽ 満満潮潮水水位位

海海底底地地盤盤※※必必要要にに応応じじてて地地盤盤改改良良をを実実施施

侵入しない

住宅

地地震震前前（（Before）） 地地震震後後（（After））

住宅

(※)地震の影響による沈下･･･ ①地殻変動による沈降量 ②液状化現象による沈降量 があっても津波が浸入しない高さに嵩上げ

①地殻変動による沈降量:高知港海岸を含む高知県中央部は、南海トラフ沖を震源とする地震により約２ｍの地盤沈降が想定されている

• 護岸等の嵩上げや変位量に応じた地盤改良により、発生頻度の高い津波（レベル１津波）に対して、
背後地へ津波の浸入を許さない整備を実施

• レベル１津波を超える津波に対して、施設が粘り強く防護効果を発揮できるよう、
粘り強い構造への補強を実施

• 現地調査や断面設計により、必要な嵩上げ高さ、地盤改良工法などを検討

※※必必要要にに応応じじてて地地盤盤改改良良をを実実施施

嵩嵩上上げげ部部

（（※※））

地地震震のの影影響響にによよるる沈沈下下

既既設設護護岸岸

４４ 高高知知港港海海岸岸ににおおけけるる地地震震津津波波対対策策（（浦浦戸戸湾湾のの三三重重防防護護事事業業））
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33

4444

藻洲潟工区

御畳瀬工区

浦戸工区

桂浜工区

種崎（外縁）工区

種崎工区

仁井田工区

タナスカ工区

吸江工区
弘化台工区

若松町工区

中の島工区

横浜工区

西孕工区

萩町工区

桟橋通工区

長浜工区

新田町工区 高須地区

潮江地区

浦戸湾地区

湾口地区

凡凡 例例
：：高高知知県県施施工工箇箇所所
：：国国直直轄轄施施工工箇箇所所

瀬戸工区

４４ 高高知知港港海海岸岸ににおおけけるる地地震震津津波波対対策策（（浦浦戸戸湾湾のの三三重重防防護護事事業業））

国と高知県との役割分担

16
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事例紹介（１）

が整備を進めている状況です。どちらかというと浦
戸湾の東側に国の整備区間が多く、西側は県の整備
区間が多いという内容でございます。

次に、令和５年度末、昨年度末の整備状況でござ
います。左側の青で囲んでいる３枚の写真ですが、
こちらは県の整備区間でございます。新しいコンク
リートが少し見えているので、少し事業が進捗した
のが見えてきている状況です。一方、こちらの赤で囲
んでいるところは国の整備区間でございます。こち
らが種崎の外縁工区で、鋭意整備を行ってくれてい
まして、新しいコンクリートがどんどん進んできて
いると。一番下は、今後、浦戸湾の入り口に湾口防
波堤というものを新たに造るのですが、こちらで使
用するケーソンを今造っている状況でございます。
これが国による事業の内容でございます。

これからは、県の施工区間のうち、２つの地区の
事例を紹介したいと思います。まずは、若松町工区
でございます。こちらは地震後の地盤沈降で２メー
トルぐらい下がると見込まれていますので、発生し
てもＬ１津波を上回る高さとして既設防潮堤より
1.1メートルぐらい高くして、新たなコンクリート構

造物を造りました。先ほどの宇佐とも同じような構
造になりますが、直径1.3メートル、長さ27メートル
という鋼管杭を打設し、その上部として胸壁のコン
クリートを打ったという内容でございます。この新
しい構造物はもう整備が終わっているのですが、左
側に旧堤とありますけれども、現在こちらの撤去工
事を進めておりまして、少しここのところを、新た
な利用がいろいろできるのではないかということで
検討している状況でございます。

次に、新田町工区を御説明します。こちらも考え
方は同じです。地震後の地盤沈降が約２メートルと
いうことになっていますので、Ｌ１津波高さを上回
る高さまで50センチのかさ上げ。これが既設の高さ
になりますが、さらに50センチかさ上げしていると
いう内容でございます。こちらも工事は全て終わっ
ているという状況です。三重防護につきましては、
令和13年の完成を目指して、これからも国と県が一
体となって整備を進めていくと。頑張っていきたい
と思っているところでございます。

最後に、宿毛市におきます地震津波対策の事業を
紹介したいと思います。まず、この航空写真を見て
いただきたいのですが、青で塗り潰しているところ
があります。こちらは、南海トラフ地震が発生する

横浜工区 本体工（R6.3撮影）

全体 L=約2,760m

R5d迄施工箇所 L=約 784m

西孕工区 本体工（R5.11撮影）

全体 L=約305m

R5d迄施工箇所 L=約305m

全体 L=約1,050m

R5d迄施工箇所 L=約 736m

吸江工区 本体工（R5.11撮影） 凡 例（高知県施工箇所）
：令和５年度迄着手済箇所
：令和６年度施工予定箇所
：計画箇所

整備進捗率（延長ベース）
高知県事業：約31％（R5d末時点）

凡 例（直轄施工箇所）
：令和５年度迄着手済箇所
：令和６年度施工予定箇所
：計画箇所

整備進捗率（延長ベース）
直轄事業：約11％ （R5d末時点）

：整備不要区間

タナスカ工区

吸江工区

若松町工区

新田町工区

種崎（外縁）工区

横浜工区

港町工区

西孕工区

瀬戸工区

タナスカ工区 北護岸・西護岸 本体工（R5.12撮影）

北護岸区間 L=約655m、R5d施工箇所 L=約50m

西護岸区間 L=約190m、R5d施工箇所 L=約70m

千松公園東区間 L=約870m
R5d施工箇所 L= 370m

種崎（外縁）工区 本体工（R5.3撮影）

津波防波堤(桂浜側) L=約80m
R5d ケーソン2函製作

４４ 高高知知港港海海岸岸ににおおけけるる地地震震津津波波対対策策（（浦浦戸戸湾湾のの三三重重防防護護事事業業））

第２、第３ラインの整備状況（令和５年度末）

津波防波堤（桂浜側）
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鋼鋼管管杭杭 φ1300 t14
L=27.0m

４４ 高高知知港港海海岸岸ににおおけけるる地地震震津津波波対対策策（（浦浦戸戸湾湾のの三三重重防防護護事事業業））

若松町工区
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▽ 設計津波高さ
T.P.+3.30

計画天端高 T.P. +5.30

施工中 完成

対策前

対策前

対策後

対策後

旧堤

旧堤地震後天端高 T.P. +3.33
1.97m

広域地盤沈降量 -1.94m
その他沈下 -0.03m
合 計 -1.97m

４４ 高高知知港港海海岸岸ににおおけけるる地地震震津津波波対対策策（（浦浦戸戸湾湾のの三三重重防防護護事事業業））

新田町工区

19

施工中対策前

対策後施工中

対策後 対策後

▽ 設計津波高さ
T.P.+2.90

地震後天端高 T.P. +2.96

1.94m

広域地盤沈降量 -1.94m
その他沈下 -0.00m
合 計 -1.94m

計画天端高 T.P. +4.90

松松田田川川（（右右岸岸））
耐耐震震対対策策済済みみ

宿宿毛毛駅駅

宿宿毛毛高高校校

宿宿毛毛警警察察署署

宿宿毛毛小小学学校校

宿宿毛毛市市役役所所

幡幡多多土土木木事事務務所所
宿宿毛毛事事務務所所

東東宿宿毛毛駅駅

片片島島中中学学校校

宿宿毛毛湾湾港港

浸浸水水エエリリアア

大大島島小小学学校校

大大島島漁漁港港海海岸岸

ききぼぼううがが丘丘保保育育園園

５５ 宿宿毛毛市市ににおおけけるる地地震震津津波波対対策策（（新新田田海海岸岸・・宿宿毛毛湾湾港港海海岸岸・・大大深深浦浦海海岸岸・・大大島島漁漁港港海海岸岸））

宿宿毛毛市市

宿宿
毛毛
湾湾
港港
海海
岸岸

宿宿
毛毛
湾湾
港港
海海
岸岸

大大深深浦浦海海岸岸

被被害害想想定定
◆◆中中心心市市街街地地３３６６２２ｈｈａａがが浸浸水水

（（ううちち優優良良農農地地６６３３ｈｈａａがが浸浸水水））
◆◆４４００日日をを超超ええるる長長期期浸浸水水

整整備備効効果果
◆◆長長期期浸浸水水がが２２週週間間余余りりでで解解消消

◆◆社社会会経経済済活活動動のの早早期期回回復復

新新田田海海岸岸
完完了了

国国道道３３２２１１号号

現現在在のの状状況況事事業業概概要要海海岸岸名名所所 管管

工工事事完完了了
（（事事後後補補償償をを実実施施中中））

堤堤防防等等（（改改良良））L=768m新新田田海海岸岸水水国国

一一部部、、工工事事完完了了堤堤防防等等（（改改良良））L=4,200m宿宿毛毛湾湾港港海海岸岸港港湾湾

事事業業実実施施中中堤堤防防等等（（改改良良））L=1,150m大大深深浦浦海海岸岸農農振振

事事業業未未着着手手堤堤防防等等（（改改良良））L=1,200m大大島島漁漁港港海海岸岸漁漁港港

新新田田海海岸岸大大深深浦浦海海岸岸

浸水被害の最小化と早期の経済活動の復旧・復興に向けた４４省省庁庁海海岸岸の地地震震・・津津波波対対策策 （（長長期期浸浸水水対対策策））

20

完完了了
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事例紹介（１）

と、津波の浸水想定エリアというような状況でござ
います。これが362ヘクタールあるということが予測
されていると。こちらは宿毛市の中心部となってい
まして、この中央部に宿毛駅、それから、片島中学校
や病院などがこの浸水エリアの中にある状況です。
宿毛市における地震津波対策につきましては、宇佐
漁港海岸や高知港海岸と異なり、長期浸水対策とい
うことで海岸事業を進めております。白い線でなぞ
っていますのが松田川という河川なのですが、そち
らの河川事業と、その下側に新田海岸や宿毛湾港海
岸があるのですが、その海岸事業を行うことで、40
日間を超える長期浸水日数が２週間余りに短縮され
るということで、復旧・復興など社会経済活動の早
期回復を目指しているところでございます。なお、
海岸事業におきましては、水管理・国土保全局所管
の新田海岸、港湾局所管の宿毛湾港海岸、農振局所
管の大深浦海岸、水産庁所管の大島漁港海岸の４つ
の海岸からなっておりまして、繰り返しになります
が、この上部の松田川は河川事業として対策を進め
ているところでございます。進捗状況ですが、松田川
の河川事業、新田海岸は事業が完了しております。
宿毛湾港海岸の一部も工事が終わっていまして、残
り、宿毛湾港海岸の一部と大深浦海岸の事業を進め
ている状況でございます。今後ですが、宿毛湾港海
岸の進捗状況も見ながら、隣接する大島漁港海岸の
事業化を図っていきたいと考えているところでござ
います。

次に、当地区における長期浸水対策の考え方を少
しお話ししたいと思います。地震によって地盤沈降
が発生し、既存の堤防が満潮位より低くなると、海は
干満差がありますので、満潮時に海水が流入して長
期浸水が発生すると。このため、地盤沈降が発生し

ても満潮位より高くなるような防潮堤の改良を行っ
ておりまして、計画高さを地盤沈降量から設定し、
T.P.＋3.9メートルということで整備を進めている状
況でございます。

次に、海岸ごとの紹介をしたいと思います。まずは
新田海岸です。こちらはもう事業が終わっている海
岸でございます。こちらの橋梁に松田川とあります
が、松田川も対策が終わっています。こちらの新し
い白色のコンクリートのところが768メートルで、新
田海岸となっております。昨年の令和５年３月に事
業が完成しておりまして、現在、工事の後の事後補
償を行っているところでございます。

こちらは新田海岸の標準断面でございます。地盤
沈降が2.26メートルと予想されていますが、満潮位が
T.P.＋1.08メートルですので、それより下がっても高
くなるというような整備を進め、既存の防潮堤よりも
60センチぐらいかさ上げしている状況です。写真は、
上が工事中の状況で、その下が、もう事業が終わって
いますので、対策後の写真という状況でございます。

次に、宿毛湾港海岸を御紹介したいと思います。
宿毛湾港海岸は約3200メートル、3.2キロの防潮堤改

宿宿毛毛市市長長期期浸浸水水対対策策堤堤防防高高

広広域域地地盤盤沈沈降降 22..2266mm

++朔朔望望平平均均満満潮潮位位 11..0088mm

++余余裕裕高高 00..5500mm

合合計計 TTPP≒≒ 33..9900mm

５５ 宿宿毛毛市市ににおおけけるる地地震震津津波波対対策策（（新新田田海海岸岸・・宿宿毛毛湾湾港港海海岸岸・・大大深深浦浦海海岸岸・・大大島島漁漁港港海海岸岸））

南海トラフ地震発生時

・約１２mの津波
・２ｍを超える広域地盤沈降
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新新田田海海岸岸 ＬＬ＝＝７７６６８８ｍｍ
R５５年年３３月月完完成成

松松田田川川

５５ 宿宿毛毛市市ににおおけけるる地地震震津津波波対対策策（（新新田田海海岸岸・・宿宿毛毛湾湾港港海海岸岸・・大大深深浦浦海海岸岸・・大大島島漁漁港港海海岸岸））

新新田田海海岸岸（（工工事事完完了了））
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1:0
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被覆ブロック 2.0t型
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計画天端高 T.P.+3.90

５５ 宿宿毛毛市市ににおおけけるる地地震震津津波波対対策策（（新新田田海海岸岸・・宿宿毛毛湾湾港港海海岸岸・・大大深深浦浦海海岸岸・・大大島島漁漁港港海海岸岸））

新新田田海海岸岸（（工工事事完完了了））

標標準準断断面面図図
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施工中

対策後

▽ H.W.L T.P.+1.08

広広域域地地
盤盤沈沈降降
2.26m

地震後天端高 T.P.+1.64
（余裕高0.5m含む）



27

事例紹介（１）

良を計画しておりまして、現在、写真にありますと
おり、右が先ほど紹介しました新田海岸です。新田
海岸と隣接する工区、808メートルは令和６年３月に
工事が完成しております。引き続き、こちらは少し
残っているのですが、左側にあるような護岸の整備
を行うため、今、調査・設計や地元調整を進めてい
る状況でございます。

こちらは、宿毛湾港海岸の完成した区間の断面図
と写真でございます。地震後の地盤沈降が発生して
も、繰り返しになりますが、満潮位T.P.＋1.08メート
ルより高くなるよう、既存の防潮堤より90センチぐ
らい高くしている状況でございます。こちらは施工
中の写真ですが、ちょうど端部になりますので、断
面が分かりやすいかなと思って添付させてもらって
おります。

最後に、宿毛湾港海岸に隣接します農振局所管の
大深浦海岸を紹介したいと思います。延長が1150メ
ートルの区間のうち、令和５年度末で、黒のライン
で記入していますが、550メートルが完成しておりま
す。現在は写真中央部、こちらが野球場になります
が、右側の赤のところの整備を行っているところで

ございます。野球場より左側の緑のところにつきま
しては、調査・設計や地元調整を進めている状況です。

先ほど野球場というお話をしましたが、写真の左
側に野球場が見えます。大深浦海岸におきましても
考え方は同じです。地盤沈降が発生しても満潮位よ
り高くなるよう、既存の防潮堤より90センチぐらい
高くして堤防整備を進めている状況でございます。
これら３つの海岸及び、今後、事業化する大島漁港
海岸を含め、宿毛市の長期浸水対策を図るため、こ
れからも事業の進捗を鋭意頑張ってまいりたいと思

５５ 宿宿毛毛市市ににおおけけるる地地震震津津波波対対策策（（新新田田海海岸岸・・宿宿毛毛湾湾港港海海岸岸・・大大深深浦浦海海岸岸・・大大島島漁漁港港海海岸岸））

宿宿毛毛湾湾港港海海岸岸

宿毛クリーンセン
ター

標標準準断断面面図図
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対策後
完成未施工

※現在は、完成

計画天端高 T.P.+3.90

▽ H.W.L T.P.+1.08

広広域域地地
盤盤沈沈降降
2.26m

地震後天端高 T.P.+1.64
（余裕高0.5m含む）

大大深深浦浦海海岸岸

５５ 宿宿毛毛市市ににおおけけるる地地震震津津波波対対策策（（新新田田海海岸岸・・宿宿毛毛湾湾港港海海岸岸・・大大深深浦浦海海岸岸・・大大島島漁漁港港海海岸岸））

大大深深浦浦海海岸岸 L=1,150m

：： ＲＲ５５年年度度ままでで

：： ＲＲ６６年年度度（（施施工工中中））

：： 残残工工事事
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大大深深浦浦海海岸岸

５５ 宿宿毛毛市市ににおおけけるる地地震震津津波波対対策策（（新新田田海海岸岸・・宿宿毛毛湾湾港港海海岸岸・・大大深深浦浦海海岸岸・・大大島島漁漁港港海海岸岸））

標標準準断断面面図図

①①

②②

①①
②②

27

▽ H.W.L T.P.+1.08

広広域域地地
盤盤沈沈降降
2.26m

地震後天端高 T.P.+1.64
（余裕高0.5m含む）

計画天端高 T.P.+3.90
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６６ 高高知知県県防防災災キキャャララククタターー ⒸⒸややななせせたたかかしし

たたいいささくくくくんん
少少ししああわわててんんぼぼうう。。

ヘヘルルパパちちゃゃんん
ややささししいいがが、、少少ししおおせせっっかかいい。。

トトララフフ博博士士
国国立立ＫＫ大大学学名名誉誉教教授授。。
地地震震のの権権威威でで物物知知りり博博士士。。
昭昭和和南南海海地地震震でで、、死死ににかかけけたた経経験験ををももつつ。。

ゆゆううどどううくくんん
トトララフフ博博士士のの助助手手。。
責責任任感感はは強強いいがが、、たただだいいまま勉勉強強中中。。
走走りりににはは自自信信あありり。。

じじししんんままんん
ととににかかくく、、人人をを困困ららせせるるここととがが趣趣味味のの
いいややななややつつ。。
普普段段はは地地下下のの秘秘密密基基地地でで、、筋筋トトレレにに励励むむ。。
時時々々、、力力試試ししののたためめ、、地地震震をを起起ここすす。。

つつななみみままんん
じじししんんままんんのの手手下下。。
優優柔柔不不断断でで一一旦旦怒怒るるとと手手ががつつ
けけらられれなないい。。

旧堤

市道

県道354号

海風公園

完完 成成

未未施施工工

５５ 宿宿毛毛市市ににおおけけるる地地震震津津波波対対策策（（新新田田海海岸岸・・宿宿毛毛湾湾港港海海岸岸・・大大深深浦浦海海岸岸・・大大島島漁漁港港海海岸岸））

宿宿毛毛湾湾港港海海岸岸

宿宿毛毛湾湾港港海海岸岸 ＬＬ＝＝８８００８８ｍｍ
R６６年年３３月月完完成成

宿毛クリーンセン
ター

24
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事例紹介（１）

っているところでございます。
最後になりますが、冒頭お話ししました防災キャ

ラクターの紹介をしたいと思います。至るところに
やなせたかし先生がデザインした「たいさくくん」と
か「ヘルパちゃん」、「トラフ博士」とかいろいろ資料
につけさせてもらっていますが、来年の４月にはや
なせたかし先生をモデルとした「あんぱん」というド
ラマが始まりますので、高知県がまたそれでにぎわ
ったらいいなと個人的に思っているところです。や
なせたかし先生は高知県出身ということもあって少
し紹介させていただきました。

本日紹介させていただきました３つの海岸、宇佐
漁港海岸と高知港海岸と宿毛市の海岸もあります
が、このうち、高知港海岸と宇佐漁港海岸につきまし
ては、高知龍馬空港からもすぐ近くの場所なので、
皆さん興味のある方で視察に来たいというお話があ
れば、当方に言っていただければ現場の御案内や説
明など対応させていただきたいと思っております。
私の説明は以上になります。本日はどうもありがと
うございました。

一つ、地盤沈下を想定して全部構造物を造ってい
ると。地盤沈下の推定方法と、そういう将来を推定し
た数値を構造物の設計に全部用いているのですが、
それほど精度の高いものかどうかちょっと疑問に思
って、その２点をお伺いしたいと思います。地盤沈
下の推定方法と、それから、推定なので構造物の設
計に用いるほど精度が高いのか。どういう理由で精
度が高いと思って設計に反映しているのかお聞きし
たいということです。よろしくお願いします。

こちらは中央防災会議でしたか、そちらで算出さ
れた結果が、三重防護でしたら高知市では２メート
ルぐらい沈下するというデータがありまして、それ
をベースに、まずは防災・減災の考え方ではないです
が、我々は精度が高いと認識しているところでござ
いますけれども、下がってもＬ１津波は防ぎたいと
いうことで整備を進めているところでございます。

質　　問

回　　答
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